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～地域を結ぶ～ 

【令和５年１０月２６日発行第１９２号】 
伊達市ホームページでカラー掲載をしております。ＨＰアドレスhttp://www.city.fukushima-date.lg.jp/ 

神
愛
幼
稚
園 

親
子
大
運
動
会 

霊
山
Ｌ
Ｃ
茶
臼
山
奉
仕
作
業 

  

９
月
16
日
（
土
）
、

霊
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
奉
仕
作
業
と
し

て
、
茶
臼
山
の
草
刈
り

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
会
長
を
含
め
た

９
名
が
集
ま
り
、
各
々

が
環
境
整
備
に
取
り
組

み
ま
し
た
。 

 

10
月
７
日
（
土
）
、
園
の
恒
例
行
事

「
親
子
大
運
動
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
人
数
制
限
な
し
の
運
動

会
。
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
に
、
家
族
み

ん
な
で
大
声
援
を
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

テ

ー

マ

は
「
デ

ィ

ズ

ニ

ー
」
。

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
体
操
」
か
ら
始
ま
り
、

「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
・
ミ
ッ
キ
ー
」
の
踊

り
や
、
５
歳
児
の
親
子
デ
カ
パ
ン
競
争

で
は
、
ミ
ッ
キ
ー
や
ミ
ニ
ー
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
と
靴
や
リ
ボ
ン
な
ど
を
バ
ト
ン

代
わ
り
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
を
つ

な
ぐ
競
技
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
ク

ラ
ス
（
未
満
児
）
は
、
白
雪
姫
の
小
人

に
変
身
し
た
こ
ど
も
た
ち
を
、
段
ボ
ー

ル
の
車
に
乗
せ
て
親
子
で
一
緒
に
ゴ
ー

ル
す
る
な
ど
力

を
合
わ
せ
て
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。
お

か

げ

様

で
、
み

ん

な

の

笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
の
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。 

三
育
認
定
こ
ど
も
園 

運
動
会 

霊

山

り

ん

ど

う

コ

ー

ラ

ス 

50

周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト 

 

10

月
８
日
（
日
）
、
霊
山
り
ん
ど
う

コ
ー
ラ
ス
の
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が

霊
山
中
央
交
流
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
コ
ー
ラ
ス
隊
に
よ
る
合
唱
や
ゲ
ス
ト
・

講
師
の
方
々
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
掛
田
の
茶
臼
山
を

も
と
に
作
詞
・

作
曲
さ
れ
た
、

新

曲
「
桜

の

茶

臼

山
」
も

発

表

さ

れ
、
思

い

思

い
に
楽
曲
に
聞

き
入
る
様
子
が

見

ら

れ

ま

し

た
。 

 

10
月
14
日(

土)

に
、
第
41
回
の
運

動
会
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
力
強
い
宣
誓
や
、
聖
火
台

に
聖
火
が
点
火
さ
れ
花
火
の
打
ち
上
げ

と
同
時
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 

よ
さ
こ
い
の
ダ
ン
ス
や
３
～
５
歳
児

の
合
同
リ
レ
ー
、
マ
ッ
ト
等
、
体
育
教

室
で
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
十
分
に
発

表
し
、
我
が
子
の
成
長
に
感
動
す
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
競
技

の
綱
引
き
や
卒
園
児
に
よ
る
競
技
も
久

し
ぶ
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
家
族
み

ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
運
動
会
を
通
し

て
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
粘
り
強

さ
や
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
競
技
す

る

こ

と

を

学

び

ま

し

た
。
最

高

の

天

気

に

恵

ま

れ

思

い

出

深

い

運

動

会

に

な

り

ま

し

た
。 



2 

掛

田

婦

人

会

敬

老

会 

 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
４
年
ぶ
り
の
敬
老
会
が
９

月
17
日
（
日
）
、
掛
田
婦
人
会
主
催
に
て
霊
山
中

央
交
流
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
方
が

55
名
、
米
寿
の
方
が
７
名
出
席
さ
れ
、
総
数
62
名

と
に
ぎ
や
か
な
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

式
典
に
引
き
続
き
余
興
は
、
江
川
典
夫
さ
ん
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
ど
じ
ょ

う
す
く
い
が
行
わ
れ
、
ど
じ
ょ
う
を
す
く
う
様
は

会
場
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
婦
人

会
会
員
に
よ
る
相
馬
盆
踊
り
を
大
太
鼓
、
小
太

鼓
、
笛
、
歌
、
踊
り
手
と
そ
こ
に
出
席
者
も
交

じ
っ
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
お
帰
り
の
際

は
う
ま
か
亭
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
堀
江
稔
さ
ん

よ
り
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
へ
寿
司
折
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
掛
田
婦
人
会
会
長 

八
島
良
子
） 

【敬老会を楽しむ皆様方】 

【江川典夫さんによるパフォーマンス】 

掛

田

婦

人

会

寄

贈 

 

９
月
17
日
（
日
）
、
掛
田
婦

人
会
か
ら
、
霊
山
中
央
交
流
館

へ
調
理
器
具
（
鍋
２
個
）
を
寄
贈

い
た
だ

き
ま
し

た
。 

左）霊山総合支所長  

右）八島良子会長 

山

野

川

地

区

自

主

防

災

会 

危

険

個

所

点

検

実

施 

 

９
月
３
日
（
日
）
、
山
野
川
地
区
自
治
協
議
会
自
主
防

災
会
で
は
、
各
行
政
区
毎
に
危
険
個
所
の
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 
特
に
北
部
行
政
区
で
は
、
起
こ
り
う
る
災
害
の
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
た
め
住
民
一
丸
と
な
り
、
危
険
個
所
の
把

握
、
ま
た
防
災
計
画
に
お
い
て
は
伊
達
市
、
福
島
大
学
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
回
は
福
島
大
学
の
学
生
さ
ん

も
危
険
個
所
の
点
検
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
何
が
お
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
山
野
川
地
区

自
主
防
災
会
で
は
引
き
続
き
地
域
の

防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
（
山
野
川
地
区
自
治
協
議
会 

事
務
局 

菅
野
） 

 

11

月
３
日(

金)

、
４
日(

土)
 

の
２
日

間
、
宮
城
県
女
川
町
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ

「
秋
の
味
覚
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」
を
開
催
し

ま
す
。
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
、
秋
刀
魚
の
す

り
身
団
子
が
入
っ
た
「
女
川
汁
」
の
無
料
ふ

る
ま
い
と
炭
火
で
焼
き
上
げ
る
「
焼
き
帆

立
」
の
販
売
で
お
迎
え
し
ま
す
。
他
に
も
、

「
新
米
す
く
い
」
や
「
お
む
す
び
祭
り
」
、

「
ふ
く
し
ま
３
大
バ
ー

ガ
ー
（
伊
達
・
国
見
・

川

俣
）
フ

ェ

ア
」
な

ど
、
秋
の
味
覚
を
楽
し

め
る
様
々
な
企
画
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
道
の
駅
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
（
駅
長
）  

道
の
駅 

伊
達
の
郷 

り
ょ
う
ぜ
ん 

農
作
物
へ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て 

鳥
獣
（
サ
ル
等
）
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
に

お
困
り
の
方
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
の
営

農
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
鳥
獣
追
払
い

用
花
火
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
必

要
な
方
は
事
前
に
営
農
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
８
６
ー
１
５
４
１
）
へ
在
庫

の
ご
確
認
を
さ
れ
て
か
ら
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。 

(

霊
山
総
合
支
所
業
務
防
災
係) 
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1１月１１日（土） 
おたんじょう会② 

対象者：８月～１１月生まれの乳幼児または保護者の方1名 

１０時15分～1１時45分 

要予約 先着５組 

1１月１８日（土） ほん☆よむかい 自由来館者対象 10時30分～11時30分 

1１月2１日（火） 
子育てママの「ほっ♥」とタイム② 

対象者：乳幼児のお子さんがいらっしゃるママさん 

10時15分～11時45分 

要予約 先着７組 

1１月2６日(日) 
「イライラめいろタワー」をつくってあそぼう 

〇小学３年生以上は１人でも参加でもＯＫ 

10時30分～12時 

13時30分～15時 

要予約 各部先着５組 

11月28日（火） 

えいごであそぼう②    ※主に児童クラブ対象 

講師：伊達市国際交流員 キャメロン・シェスラー様 

                 ララ・ジャスティス様 

14時～16時 

【問合せ先】 霊山児童館「おひさま」☎586-3622 開館時間10時～18時30分 木曜日休館 

9月24日「三田村博士の生き物教室パート２ 

     ～よく見ようザリガニのこと～ 」 

 近くのフラワーパー

ク内の池や堀でザリガ

ニの採集を行い、外来

種について学びを深め

ました。好天に恵ま

れ、乳幼児から大人ま

で、時間を忘れて採集活動に取り組みました。採集

したアメリカザリガニやトウキョウダルマガエルや

アメンボ、コオイムシなどについて、講師の三田村

先生がその生態等について詳しく説明してくださ

り、さらに外来種の被害等についても具体例を交え

て説明してくださいました。子どもたちは興味津々

の様子で、先生のお話を聴き、生き物に釘付けに

なって観察をしていました。 

霊山児童館 １１月行事予定 ◆囲碁教室（毎週日） 5日、12日、19日、26日 
◆囲碁クラブ（毎週金）3日、10日、17日、24日 

◆科学クラブ（毎週火） 7日、14日、21日、28日 

10月5日（木）、フラワー愛好会の方々による稲刈り支援が、掛田小

５年生を対象に行われました。稲刈り・運搬・稲架掛け等を通して、

地域の方々と子どもたちの交流や親睦も深まり、収穫の喜びを互いに

感じあうことができました。 

また、霊山太鼓保存会の方々は、昨年度に引き続き掛田小６年生を

対象に霊山太鼓の伝統文化継承に向け、太鼓演奏の指導等を複数回

行っています。練習を重ねるごとに霊山町の歴史と伝統の鼓動も子ど

もたちの心と体に響き伝わっているようでした。 

地域の方々との貴重な学びや体験・交流等は、子どもたちの輝く瞳

や郷土愛の育成につながっていると感じています。 

（伊達市生涯学習課 霊山スクールコミュニティセンター  

 担当：本名、齋藤 電話586-1014） 

【フラワー愛好会による稲刈り支援】  

【霊山太鼓保存会による演奏指導】   

    9月17日「サンクスムービー 」 
 

 敬老の日にちなんで、祖父母への感謝のメッセー

ジを伝える動画を作成し

ました。スマホのアプリ

を使って、前もって用意

してもらった写真や動画

を編集して、一本の動画

としてまとめました。ア

プリのテンプレートを利

用したり、様々なエ

フェクトを活用した

りして、世界に一つ

だけの心のこもった

手作りのサンクス

ムービーを完成させ

ました。 



4 

お悔み申し上げます 
 

 掛 田 引 地  稔  さん（９５歳） 

     上 田 ヤヨヒ さん（９５歳） 
  

※おことわり 

 お悔み情報については令和5年9月15日から10月14日まで

に霊山総合支所窓口にて死亡届後の諸手続きをし、遺族

代表の方から10月14日までに同意をいただいた方のみの掲

載になります。 

 伊達市 霊山町管内 

男 27,817人（△26） 3,120人（△7） 

女 29,171人（△6） 3,200人（△8） 

計 56,988人（△32） 6,320人（△15） 

世帯数 23,198世帯（12） 2,647世帯(△4) 

人口と世帯数      令和5年9月30日現在 

（ ）は先月比 

編集･発行 霊山あぜみち通信編集委員会 

〒960-0893 伊達市霊山町掛田字段居45番地 

TEL 024-586-3401 FAX 024-586-2144 

E-mail r-area@city.fukushima-date.lg.jp 

協力 伊達市霊山総合支所・ふくしま未来農業協同組合 

伊達市商工会霊山支所・りょうぜん振興公社 

伊達市社会福祉協議会霊山支所・伊達市霊山児童館「おひさま」 

入園料 子ども（３歳～中学生）２００円 

大 人（高校生以上） ５００円 

開園時間 ９時～１６時３０分(最終入園16時）  

【問合せ先】〒960-0807 伊達市霊山町石田字宝司沢９-１ 

☎ 024-589-2211 FAX 024-589-2210  

 ＨP https://kodomo-ryozen.org 

 ◎１１月のワークショップ（一部） 

  １１月３日（金祝）、４日（土）、５日（日） 

 「はっぱのおさんぽカード」 所要時間３０分程度  

 受付時間１０：００～１１：３０/１３：００～１４：３０ 材料費１００円 
  

  １１月１２日（日） 

 「ガラスの中の小さな地球～苔テラリウムをつくろう～」 

 講師：新 肇さん（ものづくりマイスター） 事前ネット予約制 

 開始時間１０：３０/１３：３０ 各回定員３０名 

 所要時間９０分程度 参加無料 

犬の飼い主の皆さまへ 
 

〇犬はつなぎましょう 

・犬の所有者は、飼い犬が他の人や動物に危

害を加えないように、つないだり、檻に入れ

たりしなければなりません。 
 

・自宅の敷地で犬を放す場合

は、犬が敷地から外に出ない

ように、周りを壁や柵等で

しっかり囲いましょう。 
 

・散歩中は必ずリードをつけ

ましょう。 

〇フンは必ず持ち帰って処分しましょう。 

・散歩中のフンの後始末は、飼い主の責任で

す。 

※犬の放し飼いは、「福島県犬による危害の

防止に関する条例」第３条で禁止されていま

す。この規定に違反すると、拘留または科料

に処される場合があります。 

 （霊山総合支所地域総務係） 

    

◎名峰霊山紅葉まつり 

日程：10/28（土）・10/29（日）・11/3（金祝）・ 

    11/4（土）・11/5（日）  

会場：霊山登山口駐車場 

●ふるさと物産展 各日 9時～15時 

 ※購入者に紅彩館入浴割引券配布 

●記念バッジ配布 各日 8時30分 

 (各日先着400個) 

●霊山縦走登山パック 各日 7時30分 

コース：湧水の里⇒霊山登山口（約6時間） 

 定員：各日20人 参加費：2,000円 

 集合場所：霊山登山口 

※ガイド・出発地への送り・昼食・ 

  おやつ・紅彩館入浴券・記念バッジ付 

※要予約(前日まで紅彩館にて受付) 

●りょうぜん紅彩館 

日帰り入浴 10時～20時(最終受付：19時) 

ランチ 11時～15時(ﾗｽﾄｵｰﾀﾞｰ：14時30分) 

 

 詳しくはりょうぜん紅彩館へお問い合わせ 

  ください。 

     ☎024-589-2233 FAX024-589-2232 


